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【目的】 

歯科領域における禁煙の有効性を示すには，日本人の禁煙によ

る明らかに良好な治療成果の獲得と医療費軽減に関するエビデン

スの構築が必須である。我々はパイロットスタディーとして，禁

煙外来受診による禁煙達成を，血漿中コチニン量を指標とし評価

した。同時にGCF酵素活性・血漿サイトカインの生化学的変化か

ら禁煙外来受診の有効性を検索した。 

【材料および方法】 

歯周病罹患患者において禁煙外来への受診を希望した者7名に

対し，受診前後の生化学マーカーとして血漿中コチニン，IL-1β，

TNF-α，高感度CRP，ALPを測定し，同時にGCF酵素活性も検索し

た。コントロール群として，非喫煙者と禁煙を希望しない喫煙者

各4名を設定し，同様の検査を行った。なお本研究は日本歯科大

学倫理委員会の承認のもと遂行された（承認番号08-21）。 

【結果および考察】 

禁煙外来受診により，明らかな血漿中コチニン量の減少を認め

た。これは，改めて禁煙外来の存在意義を強く支持するものであ

り，喫煙者の歯周治療に禁煙外来を紹介する基盤となると考えて

いる。現在（抄録提出時現在），各種生化学的マーカーとの関連性

を検索しており，本研究発表ではその結果と歯周治療における禁

煙外来の位置づけ，さらには将来展望を述べる予定である。 
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